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桝徳 スタッフ紹介 ! VoL 26

桝徳スタッフを毎号1人ずつご紹介！当社は、時代に合った暮らしを、地域企業の
みなさまと共に創り出すことを使命と考えております。みなさまと一緒に暮らし
を創る一員として、わたしたちのことを少しでも知っていただけたら幸いです。

■本　社
〒330-0804　埼玉県さいたま市大宮区堀の内町1-697
TEL：048（658）5600  FAX：048（658）5605
e-mail:info@masutoku.jp

■伊奈配送センター
〒362-0811　埼玉県北足立郡伊奈町西小針6-127
TEL：048（729）2000  FAX：048（729）2001

食べ歩き趣 味 油そば好きな食べ物

社員同士の仲が良く、雰囲気が明るいところ桝徳のここが好き !

まだ分からない事もあり、ご迷惑をおかけする事もあると思いますが、精一杯頑張らせて
頂きますので、ご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

工務店さまへメッセージ

ライフビルドチーム
日向寺　俊明

尊敬する恩師と親から「まずは何をするにも3年頑張ること。そうす
ることで初めて今と昔の自分を振り返る事が出来る」と教えて頂い
たため。

石の上にも３年好きな言葉

桝徳は創業明治38年、
木と共に1世紀

■ビジョン
■ ミッション

■ バリュー
今も未来も、笑顔になる暮らしを実現します

顔の見えるつくり手と共に時代に合った暮らしを創造します

誠実・責任・向上心

th
あの時、
歴史はどう動いたか⁉  最終回スペシャル！

埼玉大学　浅田茂裕教授ものつくり大学　戸田都生男教授

最終回企画として、2 人の " 木 " のスペシャリストに、特別インタビュー！過去 120 年の住まいの変遷や木の歴史を振り返りつつ、
" 機能性と空間的価値 " と " 木の良さの継承 " という、異なるそれぞれの視点から未来への展望を語っていただきました。



スタッフが「120 周年」を振り返って語る、年末のごあいさつ
2025 年もありがとうございました！
これからも『不易流行』の精神で、変わらぬ想いを大切にしながら、住産業に新しい価値を創り続けます。笑顔になる暮らしを、地域の工務店様と共
に未来へつないでいくために、誠実・責任・向上心を忘れず業務に努めてまいりますので、来年も変わらぬご愛顧を賜わりますようお願い申し上げます。
今回の STAFF は、いつもとは雰囲気を変え、クリスマスらしいデザインでお届けいたします。社員からのご挨拶をクリスマスカードにしたためまし
たので、ぜひご覧ください！（代表取締役　星野 敏之）

創業 120 年を迎えられたのは、共に歩んでくださったお客様、地域の
皆さま、そして仲間たちのおかげです。心より感謝申し上げます。

120 周年旅行が印象に

残っています。若輩者で

すが、今後の祝事も皆様

と迎えられるよう精進い

たします！（京極 真綾）

様々な変化に柔軟に対応
した諸先輩方の努力が
あっての 120 周年。私
も未来に繋げる様に精進
いたします。（木野 勇志）

120 という数字はとても

重みがあると実感。感謝、

信頼、責任感を大切にし

ながら職務を全うしてい

きます。（大島 克之）

 120 周年は工務店様の
助けがあって迎えられた
と感じた 1年でした。
今後ともよろしくお願い
いたします。（奥本 雄太）

「お蔭様と感謝」の気持
ちを大切に精進して参り
ます。今後とも、末永く
よろしくお願い申し上げ
ます。（落合 香織）

入社して半年が経ちまし

た。皆様と桝徳が歩んだ

歴史に感謝し、これから

も共に発展していきたい

です。（鈴木 瑛莉）

 120 周年という節目に
立ち会えたことに感謝
し、未来へ向け皆様のお
役にたてるよう励んでま
いります。（五十嵐 陽子）

120 周年サイトで住宅コ

ラムの制作に携わること

ができ、毎号読むのが楽

しみでした。ぜひお読み

ください！（横森 雅子）

120 年という長い歴史が
ある会社で働けることに
感謝と、これから紡ぐ歴
史にお力添えしたいと思
いました。（日向寺 俊明）

 桝徳がこれまで築きあ
げてきた物を守り、これ
からもよりお客様に満足
していただけるようにし
たいです。（野本 智秋）

 皆様に 120 周年の感謝
をお伝えできて嬉しく思
います。来年以降も記念
品をご愛用いただければ
幸いです。（川平 朋実）

130 周年も、地域の工務
店様、ユーザー様に必要
とされる存在である為
に、今後も努力を続けて
いきます。（山﨑 佑一）

 皆様に支えられての創

業 120 周年だと感じま

した。今後ともよろしく

お願いいたします。

（中澤 杏介）

 120 周年という節目に
初の宿泊旅行などとても
良い記念になりました。
今後ともよろしくお願い
いたします。（葉山 愛都）

120 周年旅行の万博の大
屋根リングが想像以上に
大きく、リングの上を歩
いたことが気持ちよかっ
たです。（松﨑 恵美子）

120 年支えて下さった皆
様へ感謝し、皆様と桝徳
が、未来へ向けて共に発
展することを願っており
ます。（有江 舞）

桝徳に入社してから万博
に行き、今までとは違う
視点で建築物を見ること
ができ、いい思い出にな
りました。（小室 直輝）

京都伏見稲荷大社への記
念旅行が思い出深く、AI
時代に負けずに業務改革
を続ける原動力になりま
した。（三浦 俊英）

120 周年の年に桝徳の社
員でいられることに感
謝。今後もより良いサー
ビスをご提供できるよう
心掛けます。（磯前 浩平）

120 年続いたのは、お客
様、お取引先様、今まで
の先輩方のお陰です。
更に長く続くよう私も努
めます。（岩間 健二）

工務店様から「120 周年
すごいね！」と言ってい
ただけて、その節目に社
員として働ける喜びを感
じています。（中村 清之）

 120 年という長い期間
会社が存続するには、社
員はもちろんお客様のお
力添えあっての事だと感
じました。（濵 拓也）

 忙しく仕事に振り回さ
れる年でしたが、それは
工務店様に良くしていた
だいたからだと感じてお
ります。（矢野 聖斗）

 工務店様へ 120 周年記
念品をお渡しする際な
ど、100 年企業の歴史の
中にいることに重みを感
じました。（長橋 雄三）

家づくりを通して地域と
の繋がりを創ることも私
たちの使命です。地域に
愛される会社を改めて目
指します。（大林 勲）

120 年という歴史に感謝

し、未来も皆様の最良の

パートナーとなれるよう

精進してまいります。

（小渕 美紀）

節目の一年で、仲間やお
客様とのつながりの大切
さを改めて感じました。
これからも誠実に歩んで
いきます。（澤木 達也）

 120 周年は、様々な社
員が築き上げた歴史だと
思い、その会社の社員と
して恥じない行動をして
いきます。（冨張 勇次）

代表取締役
星野 敏之


